


日比野　忠史 １. 気象現象の理解を通じて自然と人間とのかかわりを理解し，問題点を認識できる。

２. 雲の発生，降水についての基本的なメカニズムについて理解し，技術的問題を構成できる。

３. 地球上における自然現象の基本的なメカニズムについて理解し，技術的問題を構成できる。

４. 天気予報に関する情報を獲得し、技術的問題をモデル化できる

気象予報士試験における予報業務に関する一般知識の内、気象学の基礎について解答できることを目

指している。

構造材料学特論

河合　研至 構造材料の物理化学的特性を理解し、コンクリートの特性を微視的かつ巨視的な視点から習得させるこ

とを目標とする。

環境エネルギー特論

土井　康明 エネルギー資源の有効利用の観点から、地球の自然エネルギーの循環現象を解説し、自然エネルギー

の抽出法、活用法とその評価、問題点を論じる。

最適設計特論

竹澤　晃弘 近年、計算機や商用ソフトウェアの発達により、製造業における設計現場等で最適化法の使用機会が増

加している。本講義では、受講生が研究や就職後の業務において最適化法を確固たる理解の下に効果

的に使用できるよう、その基礎理論について講義する。

鉄筋コンクリート構造特論

日比野　陽 鉄筋コンクリート構造の靭性設計について「鉄筋コンクリート建物の靭性保証型耐震設計指針・解説」に

基づいて基礎的な設計過程を習得するとともに、関連した項目について演習課題を与え、具体的な計算

手順を体得させる。

授業の具体的な目標は以下の通りである。

(1) 鉄筋コンクリート建物の耐震設計における靭性設計法の位置付けおよび設計方針を理解する。

(2) 各部材の曲げと軸力、せん断に対する設計法を理解し、かつ計算できる。
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